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本研究は，医療・介護技術のシステムを題材として，技術ガバナンスレビューを通して技術イノベー

ション力を育成する中学校技術・家庭科技術分野の授業モデルを開発して実践を試みた。18 単位時間

の題材を構成し，中学 3 年生を対象とした実践と技術イノベーション力に関する事後調査を行った。授

業の実践においては，全 35 チームがユーザーのニーズとチームのシーズを踏まえ，各チームで決め出

した開発コンゼプトに基づいた製品モデルの開発を行うことができた。技術イノベーション力に関する

事後調査では，技術の最適化に着目した調査(調査 1)，新しい技術的な製品やシステムのアイディアを

発想して提案できる力に着目した調査(調査2)を実施した。その結果，調査1では全体の83.8%の生徒，

調査 2 では全体の 61.7%の生徒が満足できる状況と判断することができ，開発した授業モデル及び実践

は，生徒の技術イノベーション力を育成することに有効であることが示された。 
キーワード：システムの学習，医療・介護技術，技術イノベーション，統合的な問題の解決 

 

1．はじめに 

第四次産業革命や Society5.0 時代の技術は，これま

で人類が培ってきたものづくり，第 3 次ブームを迎え

た AI，5G 技術でさらに進展が進むと予想される IoT
技術，遺伝子レベルの生命技術の進展など，それぞれ

の技術の高度化が推進されると考えられている。

Klaus Schwab は，このような新しい世界を理解する

ためには，「技術について幅広く，かつ具体的に，最

小限の知識を獲得し，技術の潜在的な可能性，活用の

仕方について理解を深める」ズームインと，「点と点

を結ぶように，複数の技術が結びつく効果，そして技

術が触媒となってシステムに起きる変化を理解する」

ズームアウトという二つのアプローチが有効であると

述べている 1)。この Klaus Schwab が述べているシス

テムの概念は大変広い。システムについては，例えば

システム工学に関する国際的団体である INCOSE(The 
International Council on Systems Engineering)が，

「定義された目的を達成する，要素，サブシステム，

またはアセンブリが統合されたひとまとまり。これら

の要素には，製品 (ハードウェア，ソフトウェア，

ファームウェア)，プロセス，人，情報，技術，設備，

サービス，およびその他のサポート要素が含まれる。」

と定義している。また，ISO/IEC/IEEE 15288 では，

「一つ以上の定められた目的を達成するために編成さ

れた，相互作用する要素の組み合わせ。」と定義し，

技術要素を組み合わせた人工物や方法の仕組みをシス

テムと定義している 2)。 
紅林は，中学校技術・家庭科技術分野(以後，技術科

と略記する。) の計測・制御の学習に着目し，IC や
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PIC そのものの仕組みについての理解は専門家以外難

しいが，使用している部品の一部はブラックボックス

であってもシステムとして全体の仕組みの概要が理解

できるようになると述べ，計測・制御の学習について

のシステム的考察を行っている 3)。さらに菊地らは，

「システムは，それ自身の要素が機能を有しているも

のであり，また他の要素と互いに関連しながら全体と

しても機能しているものである。」とし，人間の学習

過程に関わる幾つかの例や，ものづくりと情報の学習

を融合した技術学習について，システム的考察を行っ

ている 4)。 
 中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説技術・家庭

編においては，第 3 学年で取り上げる各内容の(2)及び

「D 情報の技術」の(3)については，「現代社会で活用

されている多くの技術が，システム化されている実態

に対応するため」として，これまでの学習を踏まえた

統合的な問題の解決について扱うこと 5)とされ，本研

究でいうシステムの一部を想定した内容になっている。

今後の技術教育では，システムに着目することにより，

既存の 4 内容に加えて新たな枠組みとして明確に据え

ることが重要であり，このような考え方は，本学会の

「技術教育の在り方」検討委員会においても議論され

ているところである 6)。 
このような考え方に立脚したシステムを取り上げる

ことで，これまでの 4 内容の枠組みではなかなか扱え

てこなかった医工学や福祉工学など，これからの時代

に重要となる医療・介護技術の内容も扱えるようにな

る。例えば，ITEEA の技術内容スタンダード(生徒が

技術的素養を持つために知っておくべくこと)では，人

間が自分たちの必要性や欲求を満足させるために自然

界に対して行ったすべての変更で成り立っている社会

を「デザインされた社会」として，医療技術，農業と

それに関連するバイオテクノロジー，エネルギーと動

力技術，情報通信技術，輸送技術，製造技術，建築技

術の七つのスタンダードを取り上げており，医療・介

護に関する技術が明確に示されている 7)。 
普通教育におけるシステムの学習を具現化するため

には，技術リテラシーの主要概念である持続的に発展

可能な社会の構築に向けた技術イノベーションと技術

ガバナンスに関わる資質・能力を形成するための題材

を構成する必要がある 8)。これは本学会，「21 世紀の

技術(改訂版)」の「技術教育固有の対象と内容構成(内
容知)」においても，各内容を貫く「社会安全と技術ガ

バナンス」と「発明・知的財産とイノベーション」と

して示されており，両者が車輪のごとく機能するよう

に題材を構成していくことが求められている 9)。 
さて，技術ガバナンス能力の育成に関する基礎的研

究としては，大谷らの技術ガバナンス能力を構成する

下位能力の一つとする「社会における技術のあり方を

評価する能力」(技術評価力)についての調査などがあ

る 10)～ 12)。川路らは，これら既述の先行研究をレ

ビューしつつ，Society5.0 のような将来の社会像を支

える重層的なイノベーションを実現するためには，多

様な問題解決を図る技術開発に関わる技術イノベー

ションの能力が必要であり，この能力により社会変革

が継続していくためには，多様な視点から技術の関連

性を判断・評価する技術ガバナンスの能力が重要であ

ると指摘している。その上で，平成 29年告示の中学校

学習指導要領技術・家庭科技術分野の内容「C エネル

ギー変換の技術」の(1)を核とした「技術ガバナンスレ

ビュー学習」と名付けた枠組みを，他教科との関連性

も踏まえて開発し，実践及び効果の検証をしている 13)。

しかしながら，この研究は主に技術ガバナンスを扱う

「技術ガバナンスレビュー学習」に関する研究であり，

技術リテラシーの主要概念である技術イノベーション

に関する実践研究には至っていない。 
一方，技術イノベーションに関する研究については，

森山らが刊行している「イノベーション力育成を図る

中学校技術科の授業デザイン」14)に多数所収されてい

るが，川路らが行ったような技術ガバナンスに関する

学習と技術イノベーションに関する学習へと繋がる一

体的な学習の実践的な検討，つまり，技術ガバナンス

と技術イノベーションを軸とした技術リテラシーを育

成するシステムに関する授業モデルの構築，具体的な

実践的検討は，筆者らが見る限り見当たらない。  
そこで本研究では，技術科第 3 学年で扱う内容 D

「情報の技術」(3)「計測・制御のプログラミングによ

る問題の解決」を核として，統合的な問題として医

療・介護技術を取り上げ，「技術ガバナンスレビュー

学習」を通して，技術イノベーション力を育成するシ

ステムの授業モデル及び具体的な題材の開発と実践を

試み，その教育的効果を検討することにした。 

2．実践のデザイン 

2.1 医療・介護技術のシステムを学ぶ題材構成 
本研究では，技術科の第 3 学年で実施する内容 D

「情報の技術」(3)「計測・制御のプログラミングによ

る問題の解決」を核として，医療・介護技術のシステ

ムの題材を構成した(表 1)。 

(72)240



日本産業技術教育学会誌 第 63 巻 第 2 号 (2021) 

  

本題材のテーマを医療・介護技術とし，ユーザーの

願い(ウォンツ)と QOL(生活の質)向上のための製品モ

デル開発の本質的な目的(ニーズ)を踏まえ，各自がこ

れまでの学習で身につけた技術力(シーズ)に基づき，

医療機器の開発者の立場にて製品を開発していく学習

を設定した。なお，ウォンツとニーズには明確な違い

があるものの，中学生にはやや難解な概念となるので，

生徒に対しては両者をあわせて「ニーズ」という用語

で進めることにした。 

2.2 授業モデルの開発 
システムの学習は，これまでの学習を踏まえた統合

的な問題の解決として行われる。このため，基礎的な

知識及び技能を習得した後，技術(Technology)に関す

る問題発見・解決を通した授業モデルが必要となる。

本題材のステップ 1「生活や社会を支える技術」で参

考としている「技術ガバナンスレビュー学習」の授業

モデルについては，先に述べた通り先行研究が存在す

る。そこで，本題材のステップ 2 からステップ 3 に該

当するシステムの授業モデルを新たに開発する。 
David Silverstein らは，実社会におけるイノベー

ション全体をフロントエンドでのイノベーションと

バックエンドでの活用という二面的なプロセスで捉え

ている。フロントエンドでのイノベーションとは，新

しい製品やプロセス，ビジネスモデルを追い求める非

直線的モデル，バックエンドでの活用は，フロントエ

ンドでのイノベーションで実行可能と判断された新し

い設計を商品化するための体系的なアプローチと定義

している。特にフロントエンドでのイノベーションで

は，最先端のイノベーション法として D4 モデルが提

唱されている。D4 モデルとは，機会の定義(Define)，
アイディアを発見する(Discover)，設計を作り上げる

(Develop)，イノベーションを証明する(Demonstrate)
という 4 段階で構成され，チームにて拡散と収束両方

の思考と行動を繰り返しながら問題を解決し，新しい

製品を追い求める開発モデルである 15)。 
本教科の学習として取り上げる技術イノベーション

は，主にフロントエンドでのイノベーションに該当す

る。そこで，本題材のステップ 2「技術による問題の

解決」にて，David Silverstein らが提唱する D4 モデ

ルを援用する。その上で，本題材における学びと最先

端の研究開発とを結びつけ，技術の概念を理解できる

ようにして，技術リテラシーの醸成を目指す授業モデ

ルを開発した(図 1)。 

2.3 実践対象者と教育的効果の検討方法 

2.3.1 実践対象者及び授業者 
本実践は，第 1 著者が 2019 年 7 月から 12 月に A 中

学校 3 年生(男子 80 名，女子 79 名，計 159 名)を対象

として行った。データの分析は，欠席が多かった 5 名

の生徒を除いた 154 名とした。 

表 1 医療・介護技術のシステムを学ぶ題材構成 
ステップ 学習内容 

１ 生活や社会を支え

る技術 
※D(1) 
※D(3)ア 

計測・制御システムについての基礎的

な知識及び技能を習得する。 (2 時間) 
社会構造の変化から，医療・介護を問

題解決のテーマとして設定する。 
 (1 時間) 

生活や社会における医療・介護技術の

システムについて，技術・理科・社

会・数学の見方・考え方に基づき，製

品の開発・創造・普及の要因等を読み

解く。 (3 時間) 

２  
 
技

術

に

よ

る

問

題

の

解

決  
 
※ 
D 
(3)
イ 

Define 
機会の定義 

幾つかの症状の患者を想定し，現状を

調査し，理想の姿とのギャップから解

決すべき問題を絞り込む。  (0.5 時間) 
Discover 
アイディアを発

見する 
 

開発において検討・配慮すべき事項を

チーム内で話し合い，開発コンセプト

を決定する。 (0.5 時間) 
製品アイディアを出し合い，ユーザー

の願いを叶え，社会に受け入れられる

製品モデルを検討し，製品モデルのイ

メージを絞り込む。 (1 時間) 
Develop 
設計を作り上

げる 

開発する製品モデルのイメージ図，使

用する部品，アルゴリズムの図を持ち

合い，最も実現可能性の高い設計に絞

り込む。 (1 時間) 
Demonstrate 
イノベーショ

ンを証明する 

開発プロセスを決定し，製品モデルを

試作する。問題解決を試行し，設計と

開発プロセスについて評価，改善・修

正を繰り返し，人間の機能不全を補填

するシステムを開発する。 (6 時間) 
開発した製品モデルを提案し，他チー

ムが開発した製品モデルをさまざまな

視点から評価する。 (1 時間) 
３ 社会の発展と技術 
※D(4) 

人工知能搭載の電動椅子のデモンスト

レーションから，技術の将来展望につ

いて，自分の考えを発表することを通

して，技術の概念化を図り，技術リテ

ラシーの醸成を図る。 (2 時間) 

※中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 技術・家庭編との対応 
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2.3.2 技術イノベーション力の検討方法 
第一に，技術イノベーションでは，社会からの要求

や利便性だけでなく，安全性，環境負荷や経済性など

に着目した技術を最適化する能力(技術の見方・考え

方)が必要となる。そこで，製品モデルの開発を終えた

生徒に対して，技術の最適化に着目した調査を実施す

る(以後，調査 1)。 
第二に，本学会「技術教育の在り方」検討委員会が

主催した令和元年 12 月開催の第 3 回技術教育アイディ

アソンでは，普通教育としての技術教育における技術

イノベーション力の育成について，その出口となる児

童生徒の姿を，ニーズとシーズをマッチさせつつ「技

術的な問題解決の発見・解決する力，新しい技術的な

製品やシステムのアイディアを発想して提案できる力

を身につけている」として，具体的な題材・教材の在

り方を討論している 16)。そこで，技術イノベーション

力の一部と想定される「ニーズとシーズとをマッチさ

せ，新しい技術的な製品やシステムのアイディアを発

想して提案できる力」が身についているかに着目した

調査を実施する(以後，調査 2)。 
なお，調査 1 及び調査 2 については，いずれも第 1

著者と第 2 著者が協議して作成し，実践対象者の評価

についても同様にこの 2 名で実施する。 

3．実践の結果及び調査の結果と考察 

3.1.  実践の結果 
3.1.1 生活や社会を支える技術 
生活や社会を支える計測・制御の技術の中から，自

動ブレーキシステム，段差回避システム，無人搬送機

を再現し，計測・制御システムにおける信号の伝達経

路や変換方法の原理，プログラミングの基本的な考え

方と技能，システムの基本的な仕組みについての知識

を習得できるようにした。 
次に，日本の人口推移予測グラフから，未来の社会

で生徒たちが直面すると推測される問題を挙げさせた。

2025 年の日本社会の問題として生徒が挙げた項目は，

働き手の不足，年金問題，医療費問題，介護と仕事の

両立の難しさ，介護施設の不足，高齢者による事故の

増加，認知症患者の増加，一部の産業の衰退，地域の

経済活動であった。これらの中から，技術科が学習対

象とする技術(Technology)で解決可能な問題を量的に

絞り込み，その結果として，高齢者の医療・介護を問

題解決のテーマとして設定した。 
その後，既に製品化されている三つの医療機器(装着

式随意運動介助電気刺激装置・ロボットスーツ・筋電

義手)の開発・創造・普及の要因と過程を追究させた。

調査活動は 4 人 1 組を基本として行い，グループ内で

調査内容(技術，理科，社会，数学)を分担して行った。 
 

 
図 1 技術イノベーション力を育成するシステムの授業モデル 
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調査内容を共有し，そこから見い出した製品開発にお

いて開発者が検討・配慮したであろう事項を，技術的

課題解決の過程別に KJ 法を用いてグルーピングを行

い，他製品を調査したグループと情報を共有できるよ

うにした(図 2)。ここで見い出した検討・配慮事項は，

以後の製品モデルの開発におけるコンセプトとして活

用できるようにした。 

3.1.2 Define(機会を定義する) 
高齢者の医療・介護問題の解決に向け，実際に取り

組む技術的な問題を明確にするため，幾つかの症状の

患者を想定し，現状と理想の姿を調査し(拡散的思考)，
そのギャップから解決すべき問題を見い出させた(収束

的思考)。「自分の意思で好きなものをお皿から選んで

食べたい」，「自分が行きたい場所へ自分の力で移動

したい」，「人とのコミュニケーションを楽しみたい」

等，ユーザーのウォンツに基づき，ユーザーのQOL向

上のための製品モデルの開発目的となる本質的なニー

ズ(以下，ニーズ)を見い出し，チームで解決すべき問

題として設定した。以後，4 名 1 組を基本としたチー

ム編成を行い，医療機器の開発者の立場で設定した問

題を解決していくようにした。 

3.1.3 Discover(アイディアを発見する) 
これまでの学習で整理した開発における検討・配慮

事項から，各自が重視したい事項を持ち合い(拡散的思

考)，チームとしての優先順位を決定し(収束的思考)，
これを開発コンセプトにした。各チームが絞り込んだ

開発コンセプトの状況を表 2 に示す。 
 次に，問題を解決するためのアイディアを発想する

場面では，生徒はユーザーのニーズをさらに深く探る

ため，身体を動かして要介護者の症状や困り感を考え

たり，必要に応じてネット検索等を行ったりして，ど

のようにすればユーザーの願いが叶えられるかについ

て考え(拡散的思考)，先に設定した開発コンセプトを

踏まえて，発想したアイディアのうち最も魅力的な幾

つかのアイディアに絞り込んだ(収束的思考)。ただし，

この段階ではアイディアを一つに絞り込む必要はなく，

試作・試行してみたいものがあれば，複数のアイディ

アを残しておくように指導した。 

3.1.4 Develop(設計を作り上げる) 
絞り込まれたアイディアに基づき，各自が考えた製

品モデルのイメージ図，使用するセンサやアクチュ

エータ等の必要な部品の種類と個数，製品モデルの動

作のアルゴリズムの図を持ち合い(拡散的思考)，開発

コンセプトを踏まえて，ユーザーのニーズと各チーム

のシーズがマッチングする最も実現可能性の高い設計

を一つに絞り込み(収束的思考)，さらに設計を練り上

げた。図 3 にイメージ図と実際の完成品例を示す。 

 
図 2 生徒が見い出した開発において検討・配慮する事項 

表 2 開発のコンセプト (調査対象チーム：35) 
順位 1 2 3 4 5 6 

分類 経済性 安全性 外観 利便性 機能性 操作性 

割合

(%) 
90.9 72.7 42.4 36.4 33.3 30.3 
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3.1.5 Demonstrate(イノベーションを証明する) 
この段階で，生徒は作り上げた設計に基づいて，製

品モデルの開発を進めた。限られた時間の中で製品モ

デルの開発を行うためには，速くて効率の良い開発プ

ロセスが必要となる。そこで，生徒には，各グループ

のコンセプトに加え，納期(期限)も意識させた。この

際，サンプルプログラムベースの開発からオリジナル

プログラムの開発を行うという流れや，適材適所で力

を発揮するための役割分担についてもチームで検討す

るよう具体的に指導した。 
チーム内の各担当が試作したソフトウェアとハード

ウェアを融合させたシステムの動作確認(See)，プログ

ラムのバクの発見とハードウェアの改善点の明確化

(Think・拡散的思考)，改善策と開発プロセスの考案

(Plan・収束的思考)，プログラムのデバッグやハード

ウェアの改善(Do)という STPD サイクルを繰り返した。

図 4 は製品モデルの提案までに，STPD サイクルを 3

回行ったチームの開発プロセス例である。 
製品モデルの提案においては，生徒はプレゼンテー

ション資料を使い，デモンストレーションを行いなが

ら，開発した製品モデルの魅力，トレードオフの関係

にある開発コンセプトの折り合い，つまり技術の最適

化をどのように行ってきたのかを発表した(図 5)。 
例えば，図 5 左の製品モデルは，不慮の事故等で身

体機能が低下してしまったユーザーを想定したシステ

ムであり，リムーバブルハンドと命名していた。プレ

ゼンテーションでは，ジャイロセンサやタッチセンサ

とアタッチメント式のフォークやスプーンを組み合わ

せ，食べ物を自由に移動，停止させ，ユーザーの口元

まで食べ物を運ぶ動作を，簡単な操作で実現できるシ

ステムとしたこと，ユーザーのニーズを踏まえつつ，

一般家庭に購入していただけるように価格を抑えよう

と使用するセンサの数を必要最小限に抑えた工夫点が

発表された。 
製品モデルの提案を聞く生徒には，トレードオフの

関係になる複数の視点に対して，折り合いを付けるこ

との重要性の認識を高める目的で，他チームが提案す

る製品モデルを評価できるようにした。評価の観点は，

表 2 で示した開発コンセプトに加え，ニーズに基づい

た開発となっているか，わかりやすいプレゼンテー

ションとなっているかの 2 観点を加えた。ただし，評

価の負担を軽減するため開発コンセプトは表 2 の上位

4 観点のみとし，全体で 6 観点とした(図 6)。 

 

 
図 3 製品モデルのイメージ図 17)と実際の完成品例 
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図 4 生徒の開発プロセス例 
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図 5 各チームで開発したシステムの製品モデル例 
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3.1.6 社会の発展と技術 
製品モデルの開発を終えた生徒たちに，筋電位セン

サと人工知能を使って舌の動きで操作できる電動椅子

を開発している研究者を招聘し，最先端の研究開発と

本題材の学びの接続を図った。なお，招聘した研究者

は，本研究で使用したロボット教材も活用しながら実

際に研究開発をしている。このような学習活動を題材

に組み込むことにより，教材を用いたシステムの学習

と実際の製品開発とを接続し，未来の技術イノベー

ションの展望について考えさせ，生徒の技術リテラ

シーの醸成を図れるように配慮した。 

3.2 調査の結果と考察 
3.2.1 調査 1 の結果と考察 
調査 1 の問いは，「製品モデルの開発過程でさまざ

まな視点にどのように折り合いをつけて製品化に至っ

たのかを説明しなさい。」である。評価規準と判定の

結果を表 3 に示す。 
生徒の記述を評価した結果，A 評価と判定できる生

徒が全体の 60.4%となった。また，A 評価には至らな

いものの，学習後の記述としておおむね満足できる状

況であると考える B 評価と判定できる生徒は全体の

23.4%となった。 
調査 1 で A 評価と判定した生徒(X 生)の記述例に基

づき考察を行う。X 生のグループは，安全性・利便性

(快適)を開発コンセプトの上位に据えて製品モデルの

改善を行った。この開発コンセプトに基づく改善点は，

モータを追加した仕組みを取り入れることにより解決

することができた。一方，モータを追加した仕組みを

取り入れたことにより，開発コンセプトの一つとして

いた経済性については，やや低下せざるを得なかった

点を認識している。その上で，開発者が複数の検討・

配慮事項を踏まえ，折り合いをつけながら製品開発を

行っている点を指摘している。このような振り返りを

している生徒が全体の 83.8%となっていることから，

本授業モデルに基づく実践を通して，社会からの要求

や利便性だけでなく，安全性，環境負荷や経済性など

に着目した技術を最適化する能力が高まっているので

はないかと推察できる。 

 
図 6 評価シートの記述例 

表 3 技術の最適化に関する調査 1 の分類 (N=154) 

判定 評価規準 人数 
(人) 

割合

(%) 

A 
技術の最適化について，複数の検討・

配慮事項の長所・短所に折り合いをつ

けた説明をしている 
93 60.4 

B 技術の最適化について，複数の検討・

配慮事項を踏まえて説明している 36 23.4 

C Ｂの評価規準に到達していない 25 16.2 

 
開発者は，コストや重量，納期など様々な視点を持

つ中で，第一に使用者のニーズに応えることを考えて

いると思う。しかし，ニーズに応えるのと同時にすべ

ての視点に合うような製品をつくるのは困難と言え

る。実際，自分のグループで製品モデルの開発をして

いても，より安全で快適なものにするためにモータを

増やしたところ，コストという観点においては不適切

な設計になってしまった。しかし，安全性，快適性に

重点を置いていた私たちは，コスト面での憂慮はしな

いものとした。このように，開発者はさまざまな視点

の中で重点を置くものを決め，それらも踏まえた最大

限に良い状態のものを開発している。 
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3.2.2 調査 2 の結果と考察 
調査 2 は，別の制約条件下における新しいシステム

のアイディアの発想に関する調査である。具体的な問

いは，「認知症の祖父の徘徊に伴う危険を回避したい

という家族の願いに応えるための製品開発依頼を受け

た開発者の立場で，これまでの計測・制御システム等

の学習を踏まえ，イラストと文章でアルゴリズムがわ

かるように説明しなさい。」というものである。評価

項目と分類，分析結果を表 4 に示す。なお，評価項目

については，「ニーズとシーズとをマッチさせ，新た

なアイディアの発想ができること」に基づく項目とし

て，(1)介護者のニーズに応えるもの，(2)要介護者の

ニーズに応えるもの，(3)シーズが明確であるの 3 項目

を設定し，「新たなアイディアを提案することができ

ること」に基づく項目として，(4)アルゴリズムの説明

がされている，(5)機能等の説明がされているの 2 項目，

計 5 項目とした。 
生徒の記述を評価した結果，ニーズとシーズの両方

を踏まえている「内容の 5 項目を満たす」と「内容の

4 項目を満たす」と判定できる生徒の合計が全体の

61.7%となった(以下，このカテゴリを「内容の4～5項
目を満たす」と表記する)。 

Y 生(図 7)は，祖父の徘徊に伴う危険を回避するため

に，ジャイロセンサや GPS の機能を埋め込んだ腕時計

型の見守りシステムを提案している。このような計

測・制御システムに加え，PCとスマートフォンとの同

期がなされているシステムの提案を行っている。この

アイディアの提案は，自由に生活したい介護者本人と，

安全に見守りたいという家族のニーズを踏まえ，学習

者のシーズと見なせる既習事項に基づいた提案がなさ

れていると判断できる。抽象度が高く，比較的難易度

が高いと想定された調査 2 において，61.7%の生徒が

「内容の 4～5項目を満たす」と判定できたことから，

開発した授業モデル及び実践は，生徒の技術イノベー

ション力を育成することに有効であることが示された。 

4．おわりに 

本研究は，医療・介護技術のシステムを題材として，

技術ガバナンスレビューを通して，技術イノベーショ

ン力を育成する技術科の授業モデルを開発するととも

に実践を行い，生徒の学習状況からその教育的効果を

検討した。 
その結果，医療・介護技術を題材としつつ，技術イ

ノベーション力に着目したシステムの授業モデルを開

発することができた。また，本授業モデルに基づき実

表 4 新システムの開発に関する調査 2 の分類 (N=154) 

分類 評価項目 人数

(人) 
割合

(%) 
内容の 5 項目

を満たす (1) 要介護者の家族のニーズ 

(2) 要介護者のニーズ 

(3) シーズ（計測・制御の 3 要

素が明確であること） 

(4) アルゴリズムの説明 

(5) 製品モデルの機能等の説明 

42 27.3 

内容の 4 項目

を満たす 53 34.4 

内容の 3 項目

を満たす 34 22.1 

内容の 2 項目

を満たす 21 13.6 

内容の 1 項目

を満たす 1 0.7 

内容の 0 項目

を満たす 3 1.9 

 

 

 
図 7 Y 生が発想した新たなシステムの 

アイディア例 
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際に中学 3 年生を対象に実践を行い，生徒の学習状況

から技術イノベーション力の育成に関する教育的な成

果が得られたのではないかと考えている。 
一方，システムの学習，技術科の資質・能力に関す

る技術ガバナンス力や技術イノベーション力を構成す

る下位能力や構造の分析，この両者がどのように関係

し合い，本教科が目指す技術リテラシーが形成されて

いくのか，その詳細なメカニズムについては究明でき

ていない。これらが明らかになっていくことにより，

日々の授業の目標及び評価の観点がより明確になると

ともに，実践途上における個々の生徒の実態に応じた

具体的な指導の手立てを導き出させるようになると考

える。これらを今後の課題とする。 
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医療・介護技術のシステムを題材に技術ガバナンスレビューを通して 
技術イノベーション力を育成する中学校技術科の授業モデルの開発と実践 

  

Abstract 

This study established a lesson model for junior high school Technology and Home Economics (Technology 
Department) with the aim to develop the technological innovation ability through a technological governance 
review lesson, using the system of medical/nursing technology as a subject. In addition, we attempted to apply 
the model. We constructed the material for 18 hours and conducted a post-survey on the technological 
innovation ability. As a result, all 35 teams were able to develop a product model based on the development 
concept determined by each team, and on the needs of users and the seeds of the team. In Survey 1 and 2,83.8% 
and 50% of the students, respectively, were deemed satisfied. It was shown that the developed lesson model and 
practice were effective in enhancing students' technological innovation ability. 
Key words: Learning about the system, Medical/nursing technology system, Technological innovation, 

Integrated problem-solving 
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